
保幼小連携例（栃木県）

かわる教職員に連携の必要性の理解が浸透し、各種研修への幼稚園・保育所からの参

加が年々増加している。

５ 課 題
【取組の地域差】

○市町村教育委員会を中心に、幼･保･小連携の取組が実施されるようになってきたが、

各施設の数や教職員数、それぞれの地理的距離等、地域の実情により取組状況には地

域差がある。就学前のすべての子どもたちが小学校に入学することを念頭に置き、各

地域での連携の取組が一層充実するよう働きかけ支援していくことが大切である。

○各市町村においては、担当者が代わっても継続した取組がなされるような体制整備の

充実が望まれる。幼・保・小教職員相互職場体験研修等における研修者の指定につい

ては、市町村教育委員会・保育主管課の尽力により円滑に進んでいるが、幼児教育セ

ンターでも積極的にかかわり、取組の地域差がなくなるよう県と各市町村が一丸とな

って連携していくことが大切である。

【連携の目的や内容の充実】

○連携の様々な体制整備が進み、子どもや教職員の交流が盛んに実施されるようになり、

幼稚園･保育所･小学校間の垣根は低くなってきている。しかし、子どもの交流につい

ては、小学校の授業に幼稚園・保育所が参加する形式が多いことから、幼児が「お客

さま」のようになってしまうことが多い。交流に当たっては、幼児児童の双方に明確

なねらいとメリットのある内容を検討していくことが大切である。

○教職員の交流については、小学校の低学年担任でも「保育参観をしたことはあるが、

その後の協議をする機会がない」という教師が少なくない。保育・授業参観のみで終

わらせず、その前後の研究協議の場や合同の研修会を継続して実施することで、幼稚

園・保育所・小学校の教職員双方が子どもの発達を把握し、見通しをもって指導でき

るようになることが大切である。

○そのために、幼児教育センターとして、幼・保・小連携の具体的な取組のモデルや連

携の成果、今後の方向性をより具体的に示し、相互理解の充実を図ることが大切であ

る。
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【山口県】

１ 地域の状況
○小学校入学時の保育歴を見ると、幼稚園と保育所がほぼ半々であり、公立幼稚園から

の就学は全体の１割を下回っている。

○平成１２年度からモデル地域を指定するなど、県として幼保・小一貫指導の推進をし

ている。

○市町によっては、私立幼稚園のみで公立幼稚園がない、あるいは保育所のみで幼稚園

がない等、事情がそれぞれ異なっており、各市町教育委員会や関係各団体等と連携し

つつ、各地域の実状に応じて幼保・小の連携を推進していくことが課題である。

【 県 内 の 幼 稚 園 数 ・ 保 育 所 数 ・ 小 学 校 数 及 び 内 訳 】 H20.4.1 現在

幼 稚 園 数 ： ２ ０ ３ (公 立 ： ６ ０ 私 立 ： １ ４ ２ 国 立 ： １ ）
保 育 所 数 ： ３ １ ４ (公 立 ： １ ３ ９ 私 立 ： １ ７ ５ ）
小 学 校 数 ： ３ ３ ２ (公 立 ： ３ ３ ０ 国 立 ： ２ ）

２ 取組のねらい
○山口県教育委員会では、子どもたちが夢や希望を抱き、心豊かにたくましく成長でき

るよう、小学校入学前から大学まで各校種間の円滑な移行を図り、子どもたち一人一

人の個性や創造性を最大限に伸ばすためのきめ細かな指導体制の構築に取り組んでき

た。

○この取組の一環として、私立幼稚園・保育所を含む幼稚園・保育所・小学校の連携の

推進を図っている。

○幼稚園・保育所・小学校の連携は、地域の実態に応じた取組が重要であることを踏ま

え、山口県教育委員会としては情報提供を行い、各地域が連携しやすい環境をつくる

などの後方支援に努めている。

３ 実践の展開

（１）連携概要
①各地域の実態に応じた連携に資するよう、山口県として以下の取組を実施している。

・各地域における連携の参考となるよう、指導資料「つながる子どもの育ち」を策定

・小学校教員を幼稚園に派遣する幼児教育長期研修を実施

・幼稚園・保育所・小学校の連携の調査研究事業を実施し、その成果を県内に普及

②市町では県の取組を踏まえつつ、地域の実態に応じた連携を推進するため協議会等を

設置している。

＜市町における取組例＞

・幼保・小連携教育推進研修会

幼保・小の教員や保育士が互いに理解し、連携し合うことを目的として、公開保

育・授業、パネルディスカッション、講演等を実施

・各小学校区別 幼保・小連絡協議会

地域にある複数の幼稚園や保育所から入学するという実状を踏まえ、情報交換や

交流の機会を設けて指導方法等を検討・実践

保幼小連携例（山口県）
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［連絡協議会立ち上げのフロー例］

③各施設では、県や市町の取組を活用しつつ、子ども同士の交流や教職員の相互理解を

深めながら以下のような取組を通して連携を図っている。

・校長、園長会議の開催

・相互訪問、相互参観の実施

・園、学校だよりの相互配布

・研究会の開催

・幼保・小地域連携推進協議会の開催

構成メンバー例：幼稚園長、教職員、保護者代表

保育所長、保育士、保護者代表

小学校長、教職員、保護者代表

民生委員児童委員協議会代表

母子保健推進協議会代表

食生活改善推進協議会代表

【概要】

県 市町 施設
子 ど も 同士 ○小学校がコーディネー
の交流活動 ターの役割を果たし、

校区内の幼稚園や保育
所に声をかけている例
が多い。

○実施に当たっては、各
施設間で連絡を取り合
い、ねらいや具体的な
実施方法について検討
し実施している。

教職員の ○教職員の相互理解を深 ○県の取組に加え、市町 ○子ども同士の交流活動
交流 めるため、幼児教育長 教委が主催して幼保・ や校内研究会への参加、

期研修を行っている。 小連携教育推進研修会 相互の保育・授業参観
などを行っている。 などを通じて教職員の

交流を行っている。
課 程 編 成・ ○指導資料「つながる子 ○県の指導資料を参考にしながら、各地域や園・学
指導方法 どもの育ち」や県教委 校の実態に応じた指導方法の工夫を行っている。
の工夫 の Web ページ等で指導

方法の工夫の例などを
紹介している。

連 絡 組 織の ○市町の実態に応じ、設 ○小学校区ごとに幼保・
設置 置している例がある 小地域連携推進協議会

などを設置している例
がある。

その他 ○各地域における連携の ○地域の実態に応じて取り組んでいる。
参考となるよう、指導
資料「つながる子ども
の育ち」を策定した。

○調査研究事業を実施し、
その成果を県内に普及
することにより幼保・
小連携の一層の推進を
図っている。

市教委担当が幼・保園長会議にて趣旨説明

小 学 校 長 会

市 教 育 委 員 会

幼 保 関 係団 体

幼保・小連絡協議会を発足

保幼小連携例（山口県）
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保幼小連携例（山口県）

（２）教職員の交流
【幼児教育長期研修】

平成１６年度から、県が長期派遣研修の一環として実施している。小学校の教員

を１年間幼稚園に派遣し（夏季休業中等の一定期間、保育所での研修を含む）、幼

児期の指導及び幼児期の育ちを踏まえた小学校低学年での指導の在り方について研

修し、本県における幼保・小一貫指導の推進に資する人材を育成することを目的と

している。

１）対象

小学校教員（平成１６年度から年４名程度派遣）

２）手続き

①実施要綱に基づき市町教育委員会が派遣教員を推薦し、県教育委員会が決定

②受け入れ幼稚園を決定

（公立幼稚園は市町教育委員会、私立幼稚園は学事文書課を通じて調整）

③協定書の締結

・公立幼稚園の場合は市町教育委員会と県教育委員会が締結

・私立幼稚園の場合は幼稚園と県教育委員会が締結

④保育所は市町教育委員会と小学校が直接相談し、県教育委員会から各施設に文

書で依頼

３）実施内容

派遣先の幼稚園で補助教員として勤務し、幼保・小一貫指導に係る各自のテー

マにより研修

・月に２回程度、在籍校の校長に研修の実施状況について報告

・毎月「月例報告」を市町教育委員会を通じて県教育委員会に提出

・指定された研修会（特別支援教育、幼児教育研究大会等）で研修

・保育所で一定期間研修（夏季休業中等、２週間程度）

４）研修者の感想

・幼児教育の現場に触れ、子どもの立場に立った指導の実際がよく分かった。否定

する言葉は極力使わず、ほめ励ますことがとても効果的に働いているのを見て、

今までの自分の指導の在り方を反省させられた。また、児童は生活科をはじめと

して各教科につながる体験を園で積んでいるので、一歩進んだ授業の展開に努め

たい。

・遊びや生活を通した総合的な学びの中で、ものや人と豊かにかかわり、いろいろ

なことを経験し学んでいる幼児の姿は、研修前に抱いていた以上にレベルの高い

ものだった。育ちの連続性を意識した指導に努めることが、子どもたちの能力を

さらに伸ばすことにつながると実感しながら、小学校教育に取り組んでいる。

・研修を通して、生活や学習の基盤となる幼児期に思いきり遊ばせることの大切さ

を感じた。子どもたちは、遊びからたくさんのことを学んでいる。その遊びの要

素を小学校低学年の授業に取り入れるなどして、幼児教育から小学校への滑らか

な移行を図りたい。

５）研修成果還元の具体例

派遣教員の研修成果を広く県内に周知して教職員の相互理解を図るとともに、

各地域において幼保・小連携アドバイザーとしての役割を果たす。

・小学校初任者研修、幼稚園、保育所研修会等における体験発表

・市町教育委員会主催の小学校区別研修会等での幼保・小一貫指導についての

啓発

・校区内幼保・小連絡会や公開授業、小学校教員による幼稚園・保育所体験研

修会等の企画、運営
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保幼小連携例（山口県）

（３）課程編成・指導方法の工夫
【指導資料「つながる子どもの育ち」】

＜趣旨＞

山口県教育の基本目標である「夢と知恵を育む教育の推進」の具現化を図るた

めの指導体制づくりの一環として、保育所や幼稚園から小学校への円滑な移行を

図るため、子どもの育ちや学びを連続的にとらえ、一貫した指導を行う際の手が

かりとなる指導資料「つながる子どもの育ち」を策定した。

＜背景＞

①幼児期は、生涯にわたる人間形成の基盤を培う上で極めて重要な時期である。

しかし、今日、少子化、核家族化、都市化、情報化など幼児を取り巻く環境は

急速に変化し、幼児教育に関する様々な課題に主体的に対応していくことが求

められている。

②保育所や幼稚園における遊びや生活を通した総合的な指導から、小学校におけ

る教科等を通した系統的な指導への円滑な移行が図られ、子どもたちが夢や希

望を抱いて成長していくことが望まれる。

③保育所や幼稚園での保育内容と、小学校での教育内容を互いの関係者が十分理

解し、発達段階における子どもの育ちを踏まえた連続・一貫した指導体制の構

築が求められている。

④平成１２年度から１４年度にかけて、県内４モデル地域での幼保・小連携の実

践的研究「地域で育てる幼児教育総合推進事業」において、幼保・小連携教育

の成果が認められ、県内全域での取組が期待されている。

連続・一貫した指導を行うために

①幼児期から児童期にかけての発達の特性の理解

②保育所・幼稚園と小学校の指導内容と指導方法の理解

③各発達段階において育てたい力や経験させたい活動の整理

＜内容＞

①就学前の発達段階において遊びや生活を通して育てたい力や、それぞれの時期

の発達に必要な環境構成、保育士や教師のかかわり方について提示

②育てたい力を４つの視点から２７の事例をあげて紹介

・自分のことが自分でできる子ども

・社会生活やルールやマナーを守る子ども

・感性豊かで思いやりのある子ども

・表現を楽しみ学びに関心をもつ子ども

※各事例ごとに「育てたい力」「体験させたい活動」「教師の援助や役割」を

提示

③幼児教育長期研修生の実践事例を掲載

・幼稚園や保育所の遊びの中で育つ力

・小学校低学年の指導の工夫

・地域や保護者との連携

・校内体制づくりを通して 等

＜周知方法＞

・県下全幼稚園、保育所、小学校に配付

・県教育委員会 Web ページに掲載

（http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a50900/tunagaruko/top.html）
＜今後の改善充実＞

・事例を随時追加掲載し、活用について啓発
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保幼小連携例（山口県）

４ 成 果
○就学前後の連絡会や、合同研修会の開催、さらには相互訪問による保育・授業参観な

どを行う園・学校が増え、幼保・小の連携の意識が高まっている。

○各地域や園・学校の実状に応じて、園長・校長、交流活動を行う学級担任、幼保・小

の連携担当者を中心として、連携体制づくりが進められている。

○幼保・小の連携により、教員や保育士の相互理解や指導方法の工夫・改善が図られ、

異年齢集団での活動をとおした幼児・児童の遊びや学びが充実している。

○教員や保育士による幼保・小の連携や一貫指導に関する研修が、園内・校内研修をは

じめ、園外・校外研修への参加・復伝等により進められるようになった。

５ 課 題
○幼保・小一貫指導を推進する上で幼稚園、保育所、小学校では生活時間帯が異なると

いうことが大きな障害となっており、実際の連携には様々な工夫や配慮が求められる

ことから、さらに実践的な研究を深める必要がある。

○連携について職員会議で共通理解を図っている割合は、幼稚園や保育所に比べると、

小学校ではまだ少ない。また、幼稚園や保育所に比べ、小学校の連携に対する関心が

希薄であるという実態から、小学校においては低学年の担任に限らず全教職員の意識

を高めていくことが必要である。

○幼保・小一貫指導を具体的に進めるため、合同保育・授業の計画から実施、各園・校

の連絡調整方法等に関する事例の提供や、公開保育・授業を通じて実践的に研修を行

う機会を充実することが必要である。

○幼児・児童や教師・保育士の交流だけでなく、「家庭との連携」や「保護者の期待や

不安に応える子育て支援」等、保護者の視点からも考えていく必要がある。
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【愛知県及び阿久比町（愛知県）】

１ 地域の状況
○幼稚園・保育所と小学校の各施設において、子ども同士の交流活動などの連携が行

われている。この交流活動を通して、互いの教育内容等への一歩踏み込んだ理解が

求められている。

○幼稚園・保育所、小学校で子どもがどのような生活をしているかなど、連続した育

ちを支えるための基本情報を相互に得られるようにし、連携に向けて適切な対応が

できるようにしている。

【 県 内 の 幼 稚 園 数 ・ 保 育 所 数 ・ 小 学 校 数 及 び 内 訳 】 H20.4.1 現在

幼 稚 園 数 ： ５ ２ ７ (公 立 ： ９ ６ 私 立 ： ４ ３ ０ 国 立 ： １ )
保 育 所 数 ： １ ， １ ８ １ (公 立 ： ７ ９ ９ 私 立 ： ３ ８ ２ )
小 学 校 数 ： ９ ９ ０ (公 立 ： ９ ８ ６ 私 立 ： ２ 国 立 ： ２ )

２ 取組のねらい
○一人の子どもの連続した育ちを担う保育者・教師として互いの情報量が少ない現状

を踏まえ、教職員が相互理解を深めることができるよう支援を行っている。

○そのため、各施設での連携に資するよう「子どもたちのすこやかな育ちを支える幼

稚園・保育所と小学校の連携の在り方」の冊子を作成し、県内の各幼稚園・保育所

・小学校及び市町村教育委員会に配付することなどを通して、各地域における幼保

小連携の円滑な実施を支援している。

愛知県における取組

１ 実践の展開

（１）連携の概要
○県において、各施設についての相互理解が深まるよう、「子どもたちのすこやかな育

ちを支える幼稚園・保育所と小学校の連携の在り方」の冊子を作成している。

○市町村では、この冊子を活用して教職員間の相互理解を深めるとともに、地域の実態

に応じた連携に取り組んでいる。

【概要】

県 市町村 施設
子 ど も 同士 ○市町村において研修会を実施したり、各施設が連
の 交 流 活動 絡を取り合って行っている。
教職員の ○主なものは次の通り
交流 ①子どもや保育者・教師が互いの行事（運動会、

発表会、展覧会等）に参加
②小学校の教育活動（給食、就学前授業参観、
総合的な学習の時間等）における園児の参加
を通じた教職員の交流

③保育者・教師が小学校入学前に懇談会を持ち、
情報交換

課 程 編 成・ ○幼児教育から小学校教
指導方法 育への円滑な接続のた
の工夫 め、各施設において指

導方法を工夫している。
その他 ○「子どもたちのすこや ○地域の実態に応じて取り組んでいる。

かな育ちを支える幼稚
園・保育所と小学校の
連携の在り方」を作成
している。

○調査研究「心をむすぶ
学校づくり推進事業」
の中で子ども同士の交
流活動を取り上げてい
る。

保幼小連携例（愛知県及び阿久比町）
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（２）「子どもたちのすこやかな育ちを支える幼稚園・保育所と小学校の連携

の在り方」の冊子の作成
○教職員の相互理解を深め、各施設での連携の参考となるよう「子どもたちのすこや

かな育ちを支える幼稚園・保育所と小学校の連携の在り方」の冊子を作成している。

○この冊子は、愛知県幼児教育研究協議会における平成１５・１６年度の協議題を「子

どもたちのすこやかな育ちを支える幼稚園・保育所と小学校の連携の在り方」とし

て幼稚園教師と保育所の保育士、小学校教師、保護者を対象に抽出で実態調査を行

い、協議を重ねて報告書にまとめたものである。

（http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/gimukyoiku/singikai/youji/ho-kokusyo/index.htm）

○掲載内容

１ 幼児教育から小学校教育への接続で求められるもの

２ 幼稚園・保育所と小学校の連携の実態調査結果から

(1) 具体的連携の方策と問題点

(2) 幼稚園・保育所の保育者の意識と問題点

(3) 小学校教師の意識と問題点

(4) 保護者の意識と問題点

(5) 連携のポイントと問題点

３ 幼稚園・保育所と小学校の連携に向けた課題解決の視点

(1) 連携を進める第一歩

(2) 教師・保育者が学び合い、認め合う姿勢

(3) 連携を継続するための工夫と努力

４ 幼稚園・保育所と小学校の連携 －実践事例－

５ 幼稚園・保育所と小学校の連携 －わかり合うためのＱ＆Ａ－

(1) 小学校・幼稚園・保育所の制度についてのＱ＆Ａ（１問）

(2) 小学校から幼稚園・保育所へのＱ＆Ａ（全１４問）

(3) 幼稚園・保育所から小学校へのＱ＆Ａ（全１２問）

資料（実態調査の概要 実態調査の主な結果と考察）

（参考）報告書 「わかり合うためのＱ＆Ａ」抜粋

○幼稚園・保育所のここが知りたい！小学校からのＱ＆Ａの質問例

Ｑ２ 幼稚園や保育所での幼児教育の特徴をわかりやすく説明してくださ

い。

Ｑ４ 幼稚園や保育所における集団生活の意味や社会性の育ちについてど

のように考えていますか。

Ｑ８ 幼児教育では、「遊び」を大切にしていると聞きますが、それはな

ぜですか。

○小学校のここが知りたい！幼稚園・保育所からのＱ＆Ａ質問例

Ｑ１ 小学校入学までに幼稚園・保育所で身に付けておいてほしいと願う

ことは何でしょう。また、小学校入学当初に特に配慮していることは

何ですか。

Ｑ３ 授業の中で一人一人を伸ばす指導について、どのように工夫し、実

践されていますか。また、人間形成と教科指導とのかかわりやつなが

りについてはどのようになっていますか。

Ｑ８ 小学校の一日の生活について、１年生を中心に示してください。

○実態調査の結果の例

◇連携の必要性とその理由について質問

保幼小連携例（愛知県及び阿久比町）
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「必要」の回答が教師・保育者ともに約９７％。必要性を感じる理由

は、「滑らかな移行」「問題を抱える子どもの理解」が教師・保育者とも

上位を占める。

◇小学校の教師の保育内容の理解

幼児期には「遊び」が重要な学習であるなど、幼児期の教育の知識を

もつ小学校教師が多く、概念的には理解している。しかし、具体的な活

動内容では、小学校教育の前段階的な捉え方をしている回答が目立つ。

◇入学当初１年生の担任が留意していること

入学前に身に付けてほしい事柄、入学当初困る状態、入学当初重視す

る指導項目、並びに指導で大切にすることについて調査。

（２）調査研究事業の実施
○「心をむすぶ学校づくり推進事業」の実施

幼稚園や小学校・中学校と、保育所や地域の人々と心の通い合う双方向の交流を通

して、幼児、児童、生徒の豊かな心を育成する。（平成２０年度は幼稚園３園、小学

校１４校、中学校７校に委嘱）

２ 成 果
○互いのことを理解するために大切なポイントがＱ＆Ａ形式で「子どもたちのすこやか

な育ちを支える幼稚園・保育所と小学校の連携の在り方」の冊子にまとめられている

ので、それぞれの連携の第一歩を踏み出すときに有効に活用できた。

○特に、園の教師・保育士が相手に説明するときに、報告書で一度確認することでわか

りやすい説明をすることができ、小学校教師の幼児教育に対する理解が深まった。

○県で行う幼稚園新規採用教員研修や、小中学校等教員の１０年経験者研修の異校種体

験にあたっての事前説明等様々な研修の機会に、報告書の中から受講者の実態に合わ

せて必要なページを増し刷りし、資料として活用した。このことで、自分たちの行っ

ている教育について学び直しをしたり、互いの生活や教育内容等を理解したりするこ

とにより教育の向上につながるとともに、スムーズな連携につなげることができた。

○「心をむすぶ学校づくり推進事業」では、地域の幼稚園、保育所、小・中学校の交流

が活発となり、子ども同士のつながりができた。また、職員間では互いの教育内容等

への理解が進み、連携につながった。委嘱終了後も事業を継続する学校、同様の事業

を立ち上げる市町村がある。

３ 課 題
○幼保小連携が進んでいない地域もある。このため、報告書の中ですぐに活用できる内

容などを具体的に知らせてそれぞれの連携の場で役立ててもらうことにより、県内の

全ての地域における幼稚園・保育所・小学校の連携が深まるようにしていきたい。

阿久比町における取組

１ 実践の展開

（１）連携の概要
阿久比町では、幼保小中一貫教育プロジェクトに取り組んでいる。

○ねらい

阿久比町教育委員会が中心となり、町内に中学校が一つしかないよさを生かして、

学校・家庭・地域社会が連携し、幼稚園・保育所と小学校、中学校が一貫性のある教

育を展開し、生きる力を身に付けた子どもの育成を目指す。

○連携する園、学校
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・１幼稚園、８保育所（内３園は民間）、４小学校、１中学校

・幼稚園、小学校、中学校は教育委員会が窓口となっている。

・保育所の窓口は当初住民福祉課だったが、連携を進める中で教育委員会に一本化さ

れた。

○研究体制の整備

幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図るため研究部会を設置している。

幼児教育研究部会：幼稚園・保育所と小学校の段差の現状と不必要な段差を少な

くするための手立てについて考える。

教科研究部会 ：園での学びと小学校の学習のつながりを明らかにする。

（２）子ども同士の交流活動
○日頃から園児が小学校で活動する機会を多く設定し、幼稚園・保育所との交流を積極

的に実施する。

○交流を含めた連携を進めるにあたって、「子どもたちのすこやかな育ちを支える幼稚

園・保育所と小学校の連携の在り方」の冊子に掲載されている実践事例の中で今後の

課題とされていた以下の①～③に加え、他の学校（園）・家庭・地域へ活動の様子や

成果を発信したり、他の学校（園）・家庭・地域の意見を活動に反映させたりする双

方向の交流としている。

①互いに得るものがあるように考えること（互恵性）

②交流する相手が見える関係であること（情のある関係性）

③繰り返し出会いたい、かかわりたいと思える交流（継続性）

○交流に当たっては、それぞれの施設の担当者を窓口にし、関係者が集まって打ち合わ

せるようにした。幼稚園教師・保育士はそれぞれ事前に冊子「子どもたちのすこやか

な育ちを支える幼稚園・保育所と小学校の連携の在り方」の「わかり合うためのＱ＆

Ａ」を読み、小学校教師が知りたいことなどを勉強した上で小学校教師に幼児期の発

達の特性を説明しながら、よりよい交流計画を立てられるようにした。

○「事前の打ち合わせ～交流～事後の話し合い」を重ね、交流の機会を精選して一つ一

つの交流を深め、交流カリキュラムとして位置づける。交流を重ねる中で、教師も児

童も「イベントに幼児をお客さんとして招待する」という意識から「一緒に活動しな

がら学び合う」という意識に変化してきた。

（３）教職員の交流
○「保育所体験研修と保育士・幼稚園教師による小学校学習指導補助」事業を実施する

とともに、日頃から各施設が実施する研修会等に相互に参加し合うように促している。

【保育所体験研修と保育士・幼稚園教師による小学校学習指導補助】

各施設での子どもの生活の様子や教育内容を教師・保育士が知ることから始め、

子どもの育ちは幼保小と分かれているのでなく連続しているという認識に立ち、そ

れぞれの成長の過程での指導の在り方を考える機会とする。

１）対象

阿久比町全小中学校、幼稚園、保育所の教職員

（H ２０年度の実績）

・保育所体験研修参加者

今年度の新規採用者と他市町からの転任者及び希望者が参加

幼稚園２名 小学校２１名 中学校９名 計３２名

・小学校学習指導補助参加者

前年度年長組担任及び希望者が参加

幼稚園８名 保育所１３名 計２１名
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２）手続き

①保育所体験研修はすでに本町の幼稚園、小学校、中学校の全教職員が体験して

いるので、今年度は新規採用者と他市町からの転任者を対象とする。そのほ

かに希望者も参加する。

②小学校学習指導補助は１年生のクラスに入るため、幼稚園や保育所で前年度の

年長児の担任教師、保育士を対象として、子どもの成長を直接感じることがで

きるようにする。そのほかに、希望者も参加する。

③参加者の集約を幼児教育研究部会が行う。

３）実施内容

①阿久比町全小中学校及び幼稚園の教師が、夏季休業中に校区の保育所で１日単

位の体験研修を行う。

②現在または前年度年長児を担任している幼稚園教師・保育士が小学校１・２年

生の学級で学習補助（ティーム・ティーチング）として指導に当たる。教科は

国語、算数が多い。

【施設間での交流の促進】

○研修会や公開保育を実施する場合には、全部の保育所や幼稚園に案内し、参加を

募る。実施施設が判断して、内容によっては小学校にも案内する。

・各園の実態を把握するために、公開保育を実施したり、意見交換する場をつく

ったりする。

・県教育委員会の幼稚園訪問の際に保育士や小学校教師も保育参観し、研究会に

参加する。

（４）課程編成・指導方法の工夫
○県で行った調査（「子どもたちのすこやかな育ちを支える幼稚園・保育所と小学校の

連携の在り方」の冊子に掲載している実態調査）に加え、町独自で小学校教師へ「入

学当初の児童にギャップとなっていること」について調査した結果、以下の内容が指

摘された。

・生活の区切り方が変化すること

・学習に対する構え

・集団行動

○この結果を受け、遊びを通して行う教育から教科学習中心の生活への橋渡しができる

よう指導方法の工夫を図った。具体的には単元の学習に入る前に机を寄せて広くした

教室で時間にゆとりをもたせるなど、遊びの要素を取り入れた活動を行う。この活動

の時間を遊びの要素を取り入れた時間として教育課程に位置付け、１年生の入学当初

のカリキュラムを作成する。

事例１ 第４日の遊び

①活動内容

同日前時の｢ともだちいっぱい｣を受け、｢ともだちいっぱいゲーム｣を通して、触れ合った新しい

友達と仲良く遊ぶ。教師が主導して、仲間に入れない児童に声掛けをし、新しい友達と馴染むよう

にさせたり、教師の指示で遊びが展開する場面を作って、学級のまとまりを感じさせたりする。

②配慮事項

・園の生活から小学校の生活に移行する時期である。その違いにまだ慣れない時期であることを考

慮し、教室外での活動を取り入れて緊張をほぐしながら１校時の授業が確立するようにしていく。

・複数の園から集まっているので、新しい友達が多い。遊びを通して児童間の触れ合いを深め、相

互理解ができるようにしていく。児童と児童、児童と教師のコミュニケーションができるように

する。
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